
7 

 

松山平野北西部における沖積低地の堆積環境 

 

鈴木理恵 

 

Ⅰ．はじめに 

 松山平野（図 1）は，四国北西部の中央構造

線北側に広がる東西約 20km，南北約 17kmの

扇状地性の沖積平野である。平野中央を東から

西に向かって重信川が流れ，右岸から石手川が

合流する。 

 従来，松山平野の地形発達について様々な研

究が行われている。阿子島・宮谷（1980）は，

松山平野北半部における考古遺跡・遺物の埋没

深度分布，縄文海進時の臨海低地の内限の位置，

縄文期後半以降の海退に伴う扇状地性低地の最

外縁の位置，現在の扇状地性低地の外縁の位置

について明らかにし，平井（1989）は石手川扇

状地や周辺の沖積低地でのボーリング資料等を

収集し，一般的な沖積層の層序の確認，地形発

達と遺跡の立地，埋没について考察した。川村

（2009）は松山平野西部の貝類の 14C年代値，

火山灰層の対比を参考に，更新統および完新統

の形成過程，年代を検討した。 

本研究では，松山平野北西部の沖積低地を対

象に，既存の調査・研究を踏まえて，松山平野

北西部の完新世における堆積環境について検討

することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．調査方法 

 本研究では，以下の方法で研究を行った。ま

ず，対象地域の微地形の形態や分布の特徴を把

握するため空中写真判読を行い，地形分類図を

作成した(図 2)。その後，沖積層の層序を明ら

かにするため，松山市役所の学習施設課，公共

建築課から提供いただいたボーリング柱状図デ

ータを用いて，松山平野北西部の地質断面図を

作成した。その結果に基づいて，沖積層の層序

を確認し堆積環境を検討した。 

 

Ⅲ．調査地域の地形・地質概観 

本地域には，重信川と小野川・石手川の堆積

作用によって形成された沖積平野が広がり，自

然堤防や旧河道などの微地形が発達する（図 2）。

また，平野は扇状地帯タイプ（平井，1989）で

ある。斎灘
いつきなだ

に接する堀江低地は，東西を標高

100m～200mの低起伏の山地に挟まれ，一般的

に地溝性の低地と言われる（鹿島・高橋，1980）。

低地の東西の幅 2～3km，南北の長さ約 7kmで

標高は南部の石手川扇状地の先端付近で約

20m，北部の堀江・和気付近で 1～3mである。

海岸付近には少なくとも 3〜4 列の浜堤列が低

地の出口を塞ぐように東西に発達している。 

松山平野の沖積層は，平井（1989）によって

下位から順に下部礫層（LG），中部泥層（MM），

上部砂礫層（USG），上部泥層（UM）の 4 層

に層序区分されている。また，中部泥層中には

淡茶色火山灰の記載がみられる。四国北西部で

は，AT火山灰が約 40~50cm（町田・新井，1976），

Ah火山灰が約 20cm以上（町田新井，1978）

堆積したと推定されており，中部泥層中の火山

灰は，その出現層準から約 6300 年前に噴出し

た Ah火山灰と考えられる（平井，1989）。  

図 1 調査地域の位置 
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 下部礫層（LG）は，ボーリングデータによ

ると，主として礫径 5〜50mmの砂岩，頁岩，

花崗岩，そしてホルンフェスや安山岩などの

円礫，場所によっては直径 10〜20cmの「玉

石」を含む。堀江低地の東西を限る低起伏の

山地は，領家帯石英斑岩脈を伴う花崗閃緑岩

からなっている（平井，1989）。 

 中部泥層（MM）は，堀江低地北部で，下

部礫層の上位に海側から細粒の堆積物が堆積

している。現海岸線から約 1km 内陸の和気

では，淡灰色～暗灰色の厚さ 6～8mのシルト

混じりの細砂層が堆積している。 

 上部砂礫層（USG）は，堀江低地では厚さ

2～6mでボーリングデータによると，含まれ

る礫径は 0.2～0.6㎝を主とし最大で 4㎝とな

る。 

 上部泥層（UM）は人工の埋め土・盛り土

を除く沖積層の最上部には，腐植物混じりの

砂層，シルト層，泥層などが上流から下流ま

で連続している（平井，1989）。 

 

Ⅳ．断面図に見る沖積層の層相 

 松山平野北西部の沖積層の層序・層相を明

らかにするために，既存のボーリング資料を，

解析をした。ボーリング地点および地質断面

図の位置は図 2 に，地質断面図を図 3，4 に

示す。 

 

 

図 2 調査地域の地形分類図 
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1）A－A′断面 

 3 列の浜堤列が見られ，上部砂礫層中の砂

は細砂～粗砂を主体とし，領家花崗岩類（一

部花崗斑岩を含む）などの，φ0.2～2㎝の亜

円礫や亜角礫から成る。 

 標高－25～0m 付近に砂質シルト・シルト

質砂・シルト・粘土層が堆積している。ボー

リング資料 1・2・3からは貝殻片の混入，ボ

ーリング資料 1・3・6では植物片の混入が認

められた。海成層と見なされる中部泥層は低

地地下では平均約 8～15mの厚さを持ち，海

岸から南に約 1～4kmまで分布している。 

 

2）B－B′断面 

 上部砂礫層には，中～粗砂を主体とし，φ

0.2～3 ㎝の礫を混入する。ボーリング資料

1・2・3 の標高－15m 付近では領家花崗岩，

閃緑岩，ホルンフェスを主体とする礫から成

る。 

 標高－13m～－5m 付近に砂質シルト・シ

ルト質砂・シルト・粘土層が堆積する。ボー

リング資料 1・2・3 からは貝殻片の混入し，

海成層と見なされる中部泥層の厚さは平均約

5〜8m である。ボーリング資料 1～9 では植

物片の混入が認められた。また，ボーリング

資料 4 の標高－5m 付近からは火山灰が確認

され，Ah火山灰と考えられる（平井，1989）。 

3）C－C′断面 

 細砂～粗砂を主体とし，φ0.5～3㎝の礫を

混入する。 

 ボーリング資料 3 の標高－5m 付近からは

植物片の混入が認められる。 

 

4）D－D′断面 

細砂～中砂を主体とし，φ0.2～2㎝の亜角

礫や亜円礫からなる。ボーリング資料 7～9

では，粘土質・シルト質砂礫が見られ，重信

川・石手川沿いに 10mほど 厚く堆積してい

る。 

石手川城北地区から堀江低地にかけて沖積層

の最下部に厚さ約 5～10mの礫層が堆積して

いる。堀江低地の東西を限る低起伏の山地は，

領家帯の有英斑岩脈を伴う花嵐閃緑岩からな

っており，ホルンフェルス・砂岩・頁岩など

は，石手川扇状地より上流の石手川の南側流

域にしか存在しない。 このことから，この下

部砂礫層は礫径・礫種・礫径などからかつて

石手川が運搬・堆積したものであることが明

らかになっている（平井，1989）。 

 

Ⅴ．電気伝導度・pH 測定の結果 

 電気伝導度の測定は，コア 0925－1～0927

－1（図 2）を数 10㎝間隔で採取した計 5地

点 10 試料について行った。試料処理は，横

山（1993）に準拠し，横山（1993）や小野ほ

か（2006）を参考にして，電気伝導度が

40mS/m 以下を淡水成，60～120mS/m を汽

水成～海水成，130mS/m 以上を海水成と判

断した。pH の測定については，海水成は酸

性（pH 7.0以下），淡水性はアルカリ性（pH 

7.0以上）とした。 

 

1）結果 

 全てのコアから海水成の堆積物は認められ

ず，堆積物が淡水域で堆積していたことが分

かった。さらに，上方ほど電気伝導度が減少

する傾向が認められ，塩分濃度の低下が示唆

される。 

表 1 松山平野の沖積層基本層序（平井，1989） 
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図 3 地質断面図（A～D） 
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図 4 電気伝導度・pH分析結果 
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Ⅵ．考察 

 本節では，ボーリングデータの層相の特徴，

基本層序との関係について考察する。 

 地質断面図（図 3）の A-A’断面および B-B’

断面には，約－5m 付近から中部泥層の堆積

が認められるが，D-D’断面には同深度から中

部泥層は認められない。堀江低地には，旧河

道が発達していることから（図 2），石手川の

本流は，重信川へ合流するが，堀江低地側へ

流れ，土砂を供給していた時期があった可能

性を示唆する。 

 

Ⅶ．おわりに 

 本研究では，松山平野北西部の沖積層の堆

積環境について検討した。沖積層の層相につ

いては，平井（1989）と同様に，下位から，

下部砂礫層，中部泥層，上部砂礫層，上部泥

層に区分された。また，電気伝導度分析から

は，分析を行ったすべての地点において，淡

水域の堆積物が認められた。松山平野の堆積

環境をより詳細に調べるためには，当地域の

ボーリング資料の入手，より深度のあるコア

試料の入手，年代試料の分析などの検討が必

要になるだろう。 
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